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「青き葉の あまりに青し 水中花 （徳川夢声）」 ラジオがまだ全盛の頃、徳川夢

声の、特に吉川英治の『宮本武蔵』の朗読は有名でした。夢声は俳句好きで日記代わり

に作っていたとか。暑い夏の日に水中花も涼しげで良いかもしれませんね。 

 今回は理事の廣田さんにエッセイを寄せてもらいました。 

 

エッセイ「小さな家族」理事 廣田 敏雄さん 

 遊学舎の指定管理がスタートした 18 年 4 月に孫が迷い猫を保

護してきた。首輪の痕がある三毛猫のメスで、猫通によると秋田

美人で大事にされていた猫だろうと言う。近くのスーパーに猫写

真を掲示し周辺町内会にも広報をしたが飼い主は現れなかった。

喜んだのは孫である。「ココ」と名づけた。 

 ところが、２ケ月後にココが 5 匹の子を産んだのである。子を

孕んでいたとは知らなかった。「イチゴ」と名づけた長女だけを残

し他は譲った。それ以来、私たちはココとイチゴの親子を「小さな

家族」と呼んでいる。ココは帰宅すると三つ指でなく、ゴロンと横

になり出迎えてくれる。「動物嫌いであったあなたに対しての精一

杯の謝恩の姿ですよ」と妻は言ってくれる。 

 

第 3 回患者塾 遠慮しないでお医者さんに聞いてみよう 

 8月 2日（日）サンパルにおいて、第 3回

患者塾が開催されました。 

 話題提供は寺田内科医院院長・寺田俊夫先

生で、テーマは「病気の予防について①検診

～人間ドックでどこまでわかるの？～」でし

た。 

 内容は「検診」と「健診」の違いを伺い、

「人間ドック」で病気の全てが分かるわけで

はなく、全身状態を診るので「健診」という

感覚で受けてほしい、等々適切な受診の仕方

や資料による検査数値の説明をしていただ

きました。 
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あきたスギッチファンド支援自動販売機第１号機設置除幕式 

 みちのくコカ・コーラボトリング㈱より「あ

きたスギッチファンド支援自動販売機」が会議

棟に設置され、7月 30 日に除幕式が行われまし

た。 

 この自動販売機の売り上げの 1部はスギッチ

ファンドに寄付され、秋田県の地域活動の支援

に使用されます。 

 

 

これからの自主事業 

9 月 1 日（火） 

遊学舎 
13:30～16:30 

ＣＳＲセミナー 企業と NPOの協働を進めるために 

テーマ「企業と NPOの協働を進めるために」 

講師：紅邑 晶子氏（せんだい・みやぎ NPO センタ

ー常務理事兼事務局長）他に事例発表２社。 

9月６日（日） 

遊学舎ふれあい広場 
10:00～14:00 

第 3 回フリーマーケット 

毎回大盛況です。 

是非いらしてください。 

9月 13日（日） 

遊学舎 
11:00～16:00 

‘０９NPOまつりオープニングフェスタ 

NPO まつりは、9 月 13 日から 10 月 25 日まで

の間に各会場で行われます。 

９月 30日(水) 

遊学舎 
14:00～17:00 

市民活動のための IT相談会  

パソコンに関するいろいろな相談を受けます 

予約が必要です。 

 

 

 なごやかに歓談中です。 

 8 月 9 日（日）今年で 3 回目の「ジュニア・

サマースクール in 遊学舎」を開催しました。男

鹿の貝殻で作る「ネイチャークラフト」、焼か

ないで作る陶器作り「土とふれあう、夏休み」、

囲碁の体験「囲碁キッズ」、さをり織り体験の

「糸とあそぼう！」、「米の粉でつくるおやつ」、

「気軽に体験できるお茶会」、と 6 講座の開催

となり（都合によりボランティア講座は中止）、

親子で 154 名の参加で賑わいました。お父さん

の参加が多かったのが印象的でした。 

 参加者からは「今年も面白い講座をありがと

う」の声もいただきました。 

囲碁の体験「囲碁キッズ」の様子 


